
 

 

世界陸上観戦記 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

南中学校だより 
  

東松山市立南中学校長  

栗田 秀人 

【学校教育目標】心を磨き 本気で学び たくましく 

【目指す学校像】生徒一人一人が生き生きと輝き存分に躍動するとともに、家庭・地域と信頼の絆で結ばれる学校 

第 ７ 号 

「世界陸上」が東京で開催されました。期間中、家族の間でもこの話題で一喜一憂したのではないでしょうか。 

この原稿を書いている前夜（17 日）、男子 110ｍハードルの決勝が行われました。この舞台に日本代表として駒を進めた村

竹ラシッド選手は 5 位入賞を果たしました。陸上短距離種目は日本人に向かないと言われるなかで、パリオリンピックに続

き 5 位に入った村竹選手です。客観的に見れば大変名誉なことなのでしょうが、彼はレース後、メダルを逃したことに涙す

る場面がありました。そしてレース後、感想を問われた彼が発した言葉が次のものでした。 

「何が足りなかったんだろうな。何が今まで間違っていたんだろうなって。パリ（オリンピック）が終わってからの 1年間、

本気でメダルを取りに 1年間必死に練習して、何が足りなかったんだろうなって…」 

彼のこの言葉の背景には、村竹選手が、この日に向けて考えられるすべてのことを、全精力を傾けて取り組んできたとい

う自負があったことが窺われます。この日を迎えるまでに、綿密な練習計画を立て、短期的にも長期的にも目標を立てて、

一つ一つ達成してきたはずです。周りには彼を支えるスタッフがいて、一緒に歩を進めてきたことでしょう。 

世界大会に出場するような選手ですから、素晴らしい“才能”があります。でも、もっとも感心させられるのは才能を磨く

ために自分自身に厳しくできたこと。それを続けるだけの“強さ”があったことです。“才能”と“強さ”は周りに協力者を引き付

けるだけの“魅力”もあったということでしょう。彼はインタビューの後半でこう付け加えます。 

「こんなにたくさんの人に見守ってもらえて、一人のアスリートとして本当に幸せです。だからこそ、メダルを取ってみん

なと一緒に喜びたかったんですけど。（中略）本当にもう自分の足が持つ限り何年かかってもメダルを取りたいと思います。」 

全精力をかけてきたと自信を持って言える、それでもメダルを取って期待に応えるために、今以上の続ける“強さ”を求め

ようとする、村竹選手のそんな思いに今後も大いに注目していこうと思います。 

世界陸上の期間中、ほぼ毎日、家に帰ったら中継を見ていました。画面に登場する選手は、きっと村竹選手のように、た

だ“才能”を持ち合わせているだけでなく、“才能”を活かすための“強さ”を持っている選手ばかりです。世界陸上は、そんな人

たちが究極の競い合いを見せるのですから、見るものをくぎ付けにしたのだろうな、と思っています。 

世界陸上、結果もさることながら、選手のこれまでの取り組みにも大変興味深い話題があります。男子 400ｍで 6 位に入

賞した中島ジョセフ選手は、大の読書家なのだそう。体を使って練習することも大事だけれど、「心を保つ練習」として読

書を欠かさないのだとか。南中生は今年読書に力を入れていますね。是非続けましょう。               

  ////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

翻って私自身は、村竹選手の続ける“強さ”を意識して、中島選手のように読書に力を入れてようと考えています。これな

らば私にもできそうか、と思いますので…。 

２年４組５班の窓アート 1 年 6 組 3 班の窓アート 

芸術 WEEK 開催 （９月 4 日（木）～12 日（金）：廊下・窓・昇降口・中庭） 

今年は、窓アートもモザイクアートも色水アートも、そして昇降口や廊下窓の絵も、よく考えて十分に作り込まれた作品が数多くありまし

た。下の表中に順位を示しますが、どの作品も素晴らしいものばかりでした。入賞した学級・班の皆さん、おめでとうございます。 

学年最優秀賞 優秀賞 優良賞 最優秀賞 優秀賞 優良賞

1 6組3班 8組 6組6班 2組4･5･6班 4組4･5･6班 1組1･2･3班

2 4組5班 5組5班 1組6班 2組4･5･7班 6組1･2･3班 3組4･5･6班

3 2組5班 2組3班 6組2班 6組1･2･3班 3組4･5･6班 1組1･2･3班

窓アート モザイクアート 一
年
八
組
の
窓
ア
ー
ト 

昇降口ガラス  季節が上手に表現されている力作です。スリーデーマーチでウォーカーの方に見ていただきます！ 
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東松山市の広報誌の「コアラ通信」欄で紹

介するために、本校生徒で全国規模の大会等

の出場した選手が市広報課の取材を受けま

した。それぞれ活動は、「部活動」ではないの

で校内で大きく取り上げることはありませ

んが、素晴らしい実績を残した南中生です。

取材の様子と併せて紹介します。 

コアラ通信取材・全国大会出場者報告 （９月 8 日（月）：南中学習センター） 

6 月 中間テスト

7 火 中間テスト　避難訓練（４校時）

8 水 生徒会本部引継ぎ式

13 月 祝：スポーツの日

16 木 比企駅伝競走大会

24 金 合唱祭（於：東松山市民文化センター）

28 火 3年生三者面談（～11月7日（金）まで）

1 土 スリーデーマーチ（～３日（月）・１日は全員参加）

3 月 祝・文化の日

4 火 振替休業日

5 水 比企地区学力テスト(3年)

8 土 埼玉県駅伝競走大会（熊谷スポーツ文化公園）

11 火 人権教育後援会

12 水 市内音楽祭

13 木 西部北地区音楽会

14 金 県民の日（学校閉庁）

23 日 祝・勤労感謝の日

24 月 振替休業日

25 火 期末テスト（～26日（水））

28 金 1年生校外学習（群馬方面）

30 日 東松山市駅伝競走大会

10

１０・１１月の主な予定（変更になる場合があります。）
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新人体育大会比企郡市予選会 結果 （９月 24（水）～27（土）：東松山市営球場他） 

芸術 Week 開催 （９月4日（木）～９月１2日（金）：中庭・廊下・昇降口） 

  

色水アート、窓アート、モザイクアート 

主な大会結果 

野球部・・・3 位 （準決勝 ●2-7 滑川中   2 回戦 ○7-0 玉ノ岡中） 

サッカー部・・・優勝 （決勝 ○４-1 川島連合   準決勝 ○3-0 東松山東中  2 回戦 ○4-1 東松山北中）県大会出場 

ソフトボール部・・・優勝 (○14-8 北中   ○36-0 松山中)県大会出場  

男子卓球部・・・団体戦 A チーム 決勝リーグ第 5 位    B チーム 優勝 

        個人戦 ｼﾝｸﾞﾙｽ 2 位（県大会出場）  ベスト 8     ダブルス 4 位 

女子卓球部・・・団体戦 4 位 

個人戦 ｼﾝｸﾞﾙｽ 優勝（県大会出場） ベスト 8  

 ﾀﾞﾌﾞﾙｽ ベスト８ 

男子剣道部・・・団体戦 優勝 県大会出場    

個人戦 優勝  3 位 ベスト 8 （県大会出場） 

女子剣道部・・・団体戦 惜敗 

        個人戦 9 位（県大会出場） 

バレーボール部・・・3 位 決勝リーグ 1 勝 2 敗  ●0-2 大妻嵐山  ●0-2 玉川  ○2-1 東松山東  

男子ソフトテニス部・・・団体 2 位 決勝リーグ 2 勝 1 敗 ●0-3 松山  ○3-0 小川東 ○玉ノ岡 3-0 

            個人 5 位（県大会出場）   

女子ソフトテニス部・・・団体 4 位 決勝リーグ 0 勝 3 敗 ●0-3 松山  ●1-2 滑川  ●1-2 川島西 

個人 5 位 7 位（県大会出場）  

男子バスケットボール部・・・ベスト 8 2 回戦 ●50-54 川島西   1 回戦 ○78-34 小川連合 

女子バスケットボール部・・・2 位 決勝●69-51 東松山東  準決勝○74-41 鳩山  2 回戦○54-34 滑川 

硬式テニス・・・3 位 

陸上（男子）・・・ 800ｍ 3 位    110mH 3 位     4×100ｍＲ 松山南中 3 位 

男子総合 1 位  走幅跳 1 位 3 位    砲丸投 2 位  3 位 

陸上（女子・・・ 中学 1 年 100m 4 位  2 年 100ｍ 3 位  200ｍ 4 位 

女子総合 1 位  1500m 1 位   2 位    100ｍＨ1 位  2 位 

男女総合 1 位  走高跳 1 位    走幅跳 2 位   砲丸投 2 位   ※県大会出場 

   

 

上記の日程で、郡内各会場とも熱戦が展開されました。南中生も、2 年生を中心とした新チームで大健闘の大会となりました。猛暑日が連

続したこの夏の暑さに耐えて練習に取り組み、力をつけることができました。団体戦で県大会出場の権利を得た部、個人戦で出ることになっ

た生徒とも、村竹ラシッド選手のように“強さ”を発揮して、県大会に向けて練習に取り組んでください。健闘を祈ります。 

比企地区中学校英語弁論大会 （９月 18 日（木）：高坂市民活動センター） 

本校からは 3 年生の○○さんが「Let’s Give Importance to 

93％」というタイトルで、コミュニケーションの取り方のコ

ツについて英語で語ってくれました。とても表情豊かに、は

っきりとした声で、視線をまっすぐに向けた、大変堂々とし

た発表でした。齋藤さんは夏休み前から作文に取り組み始め

ていました。休み中も弁論の準備のため登校する機会があっ

たようです。根気よく取り組んだ成果が十分発揮されていま

した。何よりも、発表が終わった後の清々しさの感じられる

表情が印象的でした。 

取材を受ける○○君 

身体障害者福祉のための埼玉県児童生徒美術展覧会 

南中から１年生 11 名、2 年生 22 名、3 年生 15 名のデッサンや自画像を出展しました。結果、特選 2 名、入選 21 名となりました。特選

に選ばれた 2 名は、1 年○○さん、3 年○○さんです。出展したどの作品も、細部まで描き込まれ、時間をかけて丁寧に仕上げた様子が伝わ

ってくる素晴らしい作品ばかりでした。今にもしゃべりだしそうな自画像の数々、特に素晴らしかったです。 

10 月 18 日（土）・19 日（日）、鳩山町中央公民館において、「令和 7 年度身体障碍者福祉のための第 67 回埼玉県児童生徒美術展覧会」が

開催されます。「特選」に選ばれた生徒の作品が展示されます。是非ご覧ください。 

（７月 31 日（木）） 

種目 大会・結果 氏　名

小川　結愛香

小川　萌々香

サッカー 全日本クラブユースサッカー選手権3位 野口　蒼太

空　手 全日本ジュニアチャンピオンシップ大会 渡辺　陽人

卓　球 JOCジュニアオリンピック2025全日本卓球選手権大会 高村　結奈

小林　さくら

篠原　七虹

ソフトボール 全日本中学生大会出場

ヒップホップダンス 全国こどもチャレンジカップ


